












































































































































































強く思う 思う 思わない 全く思わない
発生のドラマを感じた 45.0% 48.3% 5.0% 1.7%
生命のすごさを感じた 71.7% 25.0% 1.7% 1.7%
発生のメカニズムに興味を持った 40.7% 52.5% 3.4% 3.4%
発生の勉強を頑張ってみようかと思った 39.0% 49.2% 10.7% 1.7%
教科書に載っていない発生現象について調
べてみようと思った。
6.7% 55.0% 35.0% 3.3%
教科書に紹介されている「ウニ」「カエル」
だけでよかった
10.7% 6.7% 51.7% 31.7%
≪自由記述（抜粋）≫
・なかなか見れるものではないし、骨を見るのが好きなので楽しかった。
・教科書で見るよりリアルで面白かったです。
・「生きる」「育つ」ということに深い意味を感じました。
・１日の成長スピードがはやくて驚いた。
・ニワトリに関しては私達が食べる動物でもあるので、より身近に感じた。
・発生のスピードがこんなにも速いんだと知れたので、よかったです。
・発生のおもしろさを知った。
・不思議な現象を実際に見る機会が与えられてとてもよかった。
・	はじめは小さく骨も弱いのに日に日に骨は強くなり大きくなっていく姿に生命の力強さを感じ
ました。
（n＝60）
５．考察
　生物の特徴（他の物質と大きく異なる点）は、①細胞からなること、②代謝し共通のエ
ネルギー通貨としてATPをもつこと、③DNAを遺伝物質として持ち自己複製能力がある
こと、④恒常性をもつこと、などである。「生殖と発生」の単元は、これまで学習してきた「生
命現象と物質」の内容（生体を構成する分子、細胞の構造、呼吸・光合成、遺伝情報の発現）
をうけて、それらの知識を統合してシステムとして生命を理解する、生物の教科書ではじ
めて出てくる「生物らしい」内容である。また、この分野の研究（とくに分子レベルでの
発生現象の解明）は、第二次世界大戦以降急速に進んでおり、iPS細胞など再生医療の発
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展をはじめとして、我々の日常生活にも多大な影響と貢献を与えている。このため、生殖
と発生の単元は非常に身近であり、また「生命とは何か」について科学的に考えていく第
一歩となる、生物学の興味深い世界へのゲートウェイとなるべき単元である。しかしなが
ら、本単元は、ややもすると用語の羅列と暗記の洪水になってしまい、生徒が生物学を忌
避するきっかけにもなってしまう。このため、本単元の指導にあたっては、用語の暗記で
はなく、生命現象としての発生に興味を持たせ、その関心を維持することが重要である。
　そこで、著者は生徒にとって身近な素材であるニワトリを用いた、ホンモノの標本を観
察させている。まさに「百聞は一見に如かず」で、実際に標本を観察することで発生現象
に対する生徒の興味・関心が非常に高くなるようである。なお、本校ではこの生殖と発生
の単元を２学期後半に学習して期末テストを行うが、その後の１月下旬から２月初旬にか
けてバフンウニの人工受精の実験を行い、ウニの初期発生も実際に観察させている。一生
懸命に覚えた胚の変化や名称等の知識を基にして、実際の発生現象を追いかけることがで
き、生徒たちは大興奮である。何よりも、受精の瞬間（正確には受精膜があがり始める瞬
間）を目の当たりにすることが、最も生徒を感動させていた。
　このように、生徒に「実物」を見せることで、いま学習している内容が自分たちから遠
い宇宙で起きていること、また教科書上でのフィクションではなくて、いままさに、自分
たちの身のまわりで起きている（自分にも起きてきたことであり、自分の子に起きること
だ！）ということに気付かせることができ、それは生物の教科の垣根を超えて、「いのちの
学習」として広義のシチズンシップ教育にもつなぐことができるのではないかと考えてい
る。
　著者は、理科の授業では、実験・観察を重視し、教科書の事象を身近な事象に関連付け
て考察させることが非常に重要であると考えているが、その理由について考察していきた
い。
　平成21年（2009年）に改訂され、理数教科では平成24年度入学生（それ以外の教科は平
成25年度入学生）から実施されている高等学校学習指導要領では、「学力の３要素（基礎的・
基本的な知識・技能、知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・
表現力等	、主体的に学習に取り組む態度）」を明確に示すとともに、「理数教育の充実」が
明確に謳われており、我が国が「科学技術立国・日本」を本格的に目指していくという意
欲が示されている。学習指導要領改訂の基本的な考え方は、①改正教育基本法等を踏まえ
た学習指導要領の改訂、②「生きる力」という理念の共有、③基礎的・基本的な知識・技
能の習得、④思考力・判断力・表現力等の育成、⑤確かな学力を確立するための必要な時
間数の確保、⑥学習意欲の向上や学習習慣の確立、⑦豊かな心や健やかな体の育成のため
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の指導の充実、の７点である
３-５
。
　2011年に行われた国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2011）では、日本の中学２年
生の理科問題の平均得点は558点であり、シンガポール（590点）、台湾（564点）、韓国（560点）
に次いで第四位であり、統計上の誤差を考慮するとシンガポールより有意に低く、台湾、
韓国、フィンランドと同程度であり、スロべニア、ロシア、香港、イングランド、アメリ
カ以下の全ての参加国／地域より有意に高いことが報告されている
６
。しかし、「理科の勉
強は楽しい」の設問に対する回答は、強くそう思う（日本20.3%、国際平均値45.1%）、そ
う思う（42.4%、35.0%）、そう思わない（28.2%、12.8%）、まったくそう思わない（9.1%、7.1%）
であり、「私は、理科が好きだ」の設問に対する回答は、強くそう思う（18.2%、42.5%）、
そう思う（34.3%、33.0%）、そう思わない（31.8%、15.2%）、まったくそう思わない（15.7%、
9.3%）であり、「理科への自信の程度」の設問に対する回答は、理科に自信がある（３%、
20%）、理科にやや自身がある（28%、49%）、理科に自信がない（69%、31%）であって、
いずれの設問に対しても、国際平均値よりも低いことが報告されている
６
。これらのこと
から、理科の基礎的知識や考察力はあるが、理科の勉強が楽しいと思う生徒が国際平均よ
りも少なく、依然として「理科嫌い」の現状は改善されていないことが推察されている。
　中央教育審議会は、平成26年12月22日の答申のなかで、次の学習指導要領の在り方につ
いて述べており、その目玉の一つとして「アクティブラーニング；AL（児童・生徒が課
題解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習）」をあげている
７
。理科の学習に関係するAL
のキーワードは、「汎用的能力、能動的学習、主体的・協働的な学び、問題解決学習、問題
の発見、体験学習、話し合い活動」等であると考えられる
８
。
　以上のことより、これからの理科教育の課題は、理科を主体的に学ぼうとする「理科好き」
生徒の育成、協働的な学習、プレゼンテーションの技術をはじめとしたコミュニケーショ
ン能力の育成であると考えられる。このため、理科では、①生徒参加型の授業により、生
徒に「体験させる」、②生徒の言語活動を充実させた授業を展開することにより、生徒に「考
えさせる」、③生徒の意見を発表させる機会を用意し、生徒の「伝える」能力を育成する、
といった授業を展開していくことが必要である。著者は、生徒のこのような能力を高める
ためには、知識の羅列や、大学入試問題の演習といった授業ではなく、実験・観察を重視
し、教科書の事象を身近な事象に関連付けて考察させることが非常に有用であると考えて
いる。イタリアの物理学者であるガリレオ・ガリレイは「人にものを教えることはできな
い。自ら気付く手助けができるだけだ。」と述べているが、理科教育にあっても、生徒が
自ら体験し・感じ・考え・伝えることを大切にしていきたい。
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